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報 告

近畿病院図雪室協毒会第〃回総会・第７３９回研修会参妬iヲ

研修会に参加するたび、実用的な知識を持ち

帰ることができます。

このたびの会の中でも、外国雑誌電子化、病

図協設立についてのお話は、ここ数年にわたっ

て気になっている事項の参考となるものでした。

雨乞さんのご報告にあったように、外国雑誌

の電子化を進めるのであれば、数年かけて計画

的に行うことが、利用者の協力を得やすくする

ポイントかもしれません。ＥＪ食わず嫌いの職員

の方にＥＪに慣れてもらえるようにと、冊子体

とＥＪの両形態を揃えられたという丁寧なご対

応を、見習いたいと思いました。

また、椎木さんは、電子ジャーナル導入後の

IＬＬ件数変化のご報告の中で、図書室ホーム

ページやリンクリゾルバがあると、利用者に

とって電子製品は使いやすくなり、より身近で

'便利なものとなるとおっしゃっていました。情

報入手が簡便になるのは利用者にとってありが

たいことでしょう。電子製品の選定・導入に留

まらず、利用促進のためにＵＲＬを載せたＰＤＦ

ファイルを院内の端末に保存して回っていると

いう草の根活動に、頭が下がる思いでした。

当院はインターネット環境が整っておらず、

また、冊子体にこだわる利用者も少なくないの

なかしましの：鳥取県立中央病院図書室
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で、いまだにＥＪに比べ冊子体を多く契約して

います。講演会で首藤さんがおっしゃっていた

｢電子製品の不安定さ」このことを承知しながら

も時代の趨勢に従っていくのがよいのか、どの

部分を優先させるべきなのか、職員の利用の仕

方や環境を踏まえた上で慎重に検討していきた

いと思いました。

首藤さんのお話では、病図協の成り立ちにつ

いても知ることができました。「一人で解決でき

ないことを相談できる場を」と作られた担当者

の集まり。最近、近隣病院に図書室担当者がい

ることがわかり、何かと用事を作っては集まる

ようにしています。頻度はそう多くありません

が、ご近所さんならではの利点があると感じて

います。

他病院担当者の方との繋がりのおかげで、自

分の持っていない知識を利用者に提供すること

ができています。他機関との関係作りに一層励

むと同時に、いつもご相談するばかりでなく、

自己研鐙していかなければと改めて思うことの

できた会でした。そして「何事も丁寧に、利用

者を第一に」と仕事に臨む姿勢を見直すきっか

けもいただけました。
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